
MTEP相談員募集

展示会出展情報
製品開発支援ラボ入居者募集（本部）

　都産技研では、製品や技術の開発を行う企業、新規創業を目指す企
業等を支援し、 都内中小企業の活性化に寄与するために、本部に19
室、多摩テクノプラザに5室、24時間利用できる製品開発支援ラボを
設置しています。
　このたび、本部の電気系のラボ1室の入居者を募集します。

●募集の概要 　
【本部製品開発支援ラボ316（電気系）】
　面積：37.51ｍ2

　月額利用料：94,800円 (賃料・共益費含)
　電気：三相200Ｖ50Ａ/100Ｖ50Ａ
　床耐荷重：500kg/ｍ2

　天井高さ：2.5m以上

　※その他ラボ水道光熱費は実費負担
　※固定電話・インターネット環境は入居者個別対応

　　・所在地：江東区青海2-4-10　3階
　　・応募締切： 平成25年8月21日（水）
　　・入居者選定審査会：8月28日（水）
　　・入居日：平成25年10月1日以降
　　・入居期間：3年以内

　
●入居要件
　新製品・新技術の開発を予定しているもの
　（開発内容は安全が確保できるものに限ります）
　①都内の中小企業者
　②創業を予定している個人
　③都産技研と共同研究等を実施
　　または予定している企業、団体、大学等
　詳細は都産技研ホームページ「製品開発支援ラボ」をご覧ください。
　http://www.iri-tokyo.jp/seihin/lab/

●募集についてのお問い合わせ先　
　技術経営支援室　製品開発支援ラボマネージャー室　伊瀬・川原　
　TEL 03-5530-2315（直通）

製品開発支援ラボ（電気系）
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繊維素材データベースとは 生地サンプルと検索項目について

素材選択の重要性

　繊維素材データベースは、A４サイズの生地サンプル（図
1）とその生地を収納したサンプル収納庫（図2）、および生地
をキーワード（素材データ）にて検索するコンピュータで構
成されています。このデータベースでは、織物やニットの設
計項目に加え、外観や風合いといった感性項目からも検索
が行えます。検索結果画面には生地サンプルの画像が添付
されているため、配色や柄が確認できます。また、生地に付
いた識別番号にて、実際に見たいサンプルを容易に探すこ
とができます。生地は触れることができ、風合いを確認でき
るシステムです。　

ノ

図1　生地サンプル

表１　データベースの分類項目とその内容

生地サンプルに識別番号が添付
　検索結果に識別番号が掲載されており、容易な検索が可能

※記載の内容は代表例

添付された識別番号順に収納

　多摩テクノプラザでは、さまざまな生地サンプルをキーワードで検索し、実際に閲覧できるデータベースを作成し
ました。新商品の企画開発にご活用ください。

繊維・化学グループ　<多摩テクノプラザ>　
 窪寺 健吾　TEL 042-500-1240
 E-mail：kubotera.kengo@iri-tokyo.jp

　TECHNO-FRONTIER 2013のエレクトロニクス・トータルソ
リューションエリア、第26回EMC・ノイズ対策技術展に、都産技研
が出展します。本部と多摩テクノプラザにあるEMC試験に対する
技術支援を行っている設備紹介や、海外製品輸出支援を行っている
広域首都圏輸出製品技術支援センター（MTEP）を紹介します。

平成25年7月17日（水）～19日（金）
　　　　　　　　　　　　　　10：00～17：00

●会　場 東京ビッグサイト　（東京都江東区有明3-10-1）
●ブース 東2ホール　
●入場料 3,000円
　　　　　（招待券持参者およびインターネットでの事前登録者は無料） 
●出展内容 
　・多摩テクノプラザの紹介（ISO/IEC17025試験所認定取得）
　・研究開発、EMC対策事例、オーダーメードセミナーの紹介
　・海外製品輸出支援に向けたサービス紹介（MTEP）

●ホームページ
　http://www.jma.or.jp/TF

TECHNO-FRONTIER 2013
（第26回EMC・ノイズ対策技術展)

　データベース化された生地サンプルは約9千点にも上り
ます。内訳は織物が約6千点、ニットその他（人工皮革、不織
布などを含む）が約3千点です。生地サンプルは、表1に示す
項目などについて分類しています。検索パソコンにて、この
分類項目に希望のキーワード（素材データ）を入力すること
で該当するサンプル生地の検索を行うことができます。ま
た外観の特徴や風合いのイメージからも絞り込むことが可
能です。

　商品企画者やデザイナーは、企画を立てる際にコスト面
だけでなく、使用する素材の機能性や装飾性について十分
に吟味することが重要です。このデータベースは、素材設計
や企画に役立つ要素について分析を行い、作成しました。新
素材開発ツールとして、あるいは人材育成の教材として、ご
活用ください。皆さまのご利用をお待ちしています。
※ご利用は無料です。

　広域首都圏輸出製品技術支援センター（MTEP）では、海外規格
に詳しい専門家を募集しています。IEC、ISO、CISPR、FCC、
ANSI、RoHS、中国規格、韓国規格、東南アジアの規格等各国の規
制・規格や規格の試験方法に精通している方からの応募をお待ち
しております。主に中小企業のお客さまからの相談に月1～2回都
産技研本部にて対応していただきます。

◆採用時期：随時（相談に応じます）
◆勤 務 地：本部(東京都江東区青海2-4-10)
◆勤務時間：原則、月2回 9時から17時まで
◆謝 礼 金：22,400円／日（交通費込み）
◆任　　期：原則として採用日から1年間（更新日は9月30日）
◆応募資格：

企業のOBもしくは個人企業主で関東近郊にお住まいの方 
海外規格試験に関する実務経験のある方
設計支援のできる方。特にRoHS指令に詳しい方
CEマーキングの低電圧指令や機械指令に詳しい方
東南アジアの安全規格について詳しい方

◆選考方法：書類選考→面接試験
◆応募書類：履歴書（市販の形式で可）、業務経歴書（形式自由）
　　　　　 得意な海外規格及びその実務経歴や指導経歴等を記載
●お問い合わせ
広域首都圏輸出製品技術支援センター　
TEL 03-5530-2126　E-mail:mtep＠iri-tokyo.jp

※詳細はhttp://www.iri-tokyo.jp/mtep/sodanin.htmlをご覧
　ください。

繊維素材データベース
　　～さまざまな生地サンプルを見ることができます～

図2 　生地サンプル収納庫
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分類項目　　　　　　　　　　　素材データ

糸の原料　　綿、毛、絹、ポリエステルなど

糸形態　　　紡績糸、フィラメント糸、意匠糸など

組織　　　　平織、斜文織、朱子織など

染め　　　　先染、後染、プリントなど

加工方法　　縮絨、起毛、アルカリ減量加工など

用途　　　　ジャケット類、ブラウス、ニットシャツ類、ズボンなど

感覚尺度　　つや、凹凸、腰、しゃりみ、のびなど5段階で評価
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